
 

左：48V ISG，右：48Ⅴ DC-DC Converter 48Ⅴ　電動ターボユニット
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出所：筆者撮影 出所：筆者撮影

出所：筆者撮影 出所：筆者撮影

 

資料１

 

48V ISG（Integrated Starter-Generator）　 48Ⅴ　大電流　熱線ウィンドウ

 

左：48ⅤDC-DCコンバーター，右：PTCヒーター

 

48Ⅴ　スターター・ジェネレーター

出所：筆者撮影

 

 

48Ｖマイルドハイブリッド用のワイヤーハーネス

 

上記部品展示会で展示された部品群

2014年10月14日にフォルクスワーゲンのヴォルフスブルク本社
で，フォルクスワーゲン主催の48Ｖマイルドハイブリッド車の
部品展示会

－１－



2015年3月のジュネーブモーターショーで筆者が撮影した
展示パネル，部品群

資料２

１．ボッシュの展示パネル

２．コンチネンタルのブース

－２－



出所：三菱電機ホームページ
https://www.mitsubishielectric.co.jp/me/convention/tms/2019/pdf/48v_isg.pdf#search=%2748V+Sterter+G

３．48Vマイルドハイブリッド車システム @　ボッシュのブース
こちらも，金型品が展示され，量産が近いことを提示していた。

日本の競合部品：三菱電器製　48V　ISG

－３－



出所：マツダ株式会社資料

出所：マツダ　2018年度個人投資家向け事業説明会資料　　

マツダ株式会社関連資料資料３

１．マツダ・ビルディングブロック戦略

２．マツダの次世代技術導入予定スケジュール

－４－



 

 24Ｖマイルドハイブリッドシステム　 ISGを装着したスカイアクティブエンジン
出所：マツダ技報2019（NO.36）
　　　新型MAZDA3 M Hybrid デバイス開発 P72　Fig.2

出所：2019東京モーターショー　筆者撮影

３．モデルベース開発について

出所：筆者撮影

紀24Ｖハイブリッドシステム　
バッテリーパック

24Ｖハイブリッドシステム　
モーターとオルタネーター兼用のSSG

2019年東京モーターショーに出展された，マツダのスカイアクティブエンジン量産モデル。
24Ｖのマイルドハイブリッドシステムでモーターとオルタネーター兼用のデバイスが装着されている。

－５－



中国地方の自動車産業のSWOT分析資料４

出所：岩城（2018b）表8-2

次世代自動車の電動化技術と地域ビジネス創出への取り組み資料５

出所：次世代自動車社会研究会と医工連携テーマ「電磁波からの人体防護を考慮したパワーエレクトロニクス」
　　　研究の紹介　広島大学　勝代健二　2012/3/23

（ ）
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ハイレゾ関係資料資料６

－７－



・未来のクルマは  “車輪つきラウンジ”  
　　ーフォルクスワーゲンの自動運転コンセプトカー「Sedric」

・パナソニック

 

2017ジュネーブモーターショーにて

 

大手各社による自動運転車のコンセプト提案

・メルセデス

－８－



８年間にわたる医工連携研究で開発し市場に送り出した
ハイレゾスピーカーシステムとネット配信ソフト

 
車載用ハイレゾツィータ
FT-50（単品ユニット）
2017年３月

出所：広島ホームTVより

 

資料７

 

カーオーディオ試作車に装着

ハイレゾ音のネット配信　201806開始

 

屋久島 ナチュラルサウンド（自然音）

出所：スピーカーの写真はオオアサ電子提供

 

 

小型デスクトップスピーカー
エグレッタTS-A200　2019年12月

 

エグレッタ1000F　2016年12月

－９－



（財）ひろしま産業振興機構　自動車部品産業支援の取り組み

  

資料８

　2009年から2020年まで10年あまりにわたる広島県における，地域の自動車中小企業支援の中

心機関である（財）ひろしま産業振興機構カーテクノロジー革新センターの取り組みの推移を

２枚の表で振り返る。（なお2013年以前のカーエレクトロニクス推進センターにおける取り組み

については岩城（2013a）を参照いただきたい。）なお以下の図表は，別途明記したものを除き，

全てひろしま産業振興機構カーテクノロジー革新センターから提供されたものである。

１．カーエレクトロニクス推進センターからカーテクノロジー革新センターへ 

２．カーテクノロジー革新センターの現状  CASEへ向けて

－10－



  

３．Value Chain視点での中小企業向け技術支援策の全容

－11－



出所：ひろ自連組織図（ひろ自連ホームページより）

－12－


